
知
恵
こ
ら
す
高
経
年
対
策

団
地
は
考
え
る

「ふらっとほっと」で食事を楽しむ高齢者達

ハ
ギ︵
萩
︶　
マ
メ
科

硯　滴

〈主な記事〉

マンション関連の動き

高
齢
化
を
に
ら
み

理
事
会
改
革
　
　

高
齢
者
の
交
流
の
場
を

集
会
所
の
増
築
　
　

団
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（１）
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１０月　５　日（日）

マ
ン
シ

ン

の
建
て
替
え

と
現
状
を
生

か
し
た
再
生

︵
大
幅
修
繕

・
改
築
︶
と
を
合
わ
せ
て
マ

ン
シ

ン
再
生
と
呼
ぶ
★
法

律
は
建
替
促
進
法
だ
け
が
あ

り

世
の
中
に
は
建
て
替
え

ば
か
り
が
喧
伝
さ
れ
て
い
る

★
だ
が

実
際
に
は
大
幅
修

繕
の
方
が
は
る
か
に
例
が
多

く

ま
た
エ
コ
で
も
あ
る


コ
ミ

ニ
テ

も
壊
さ
れ
ず

済
む
★
こ
ん
な
い
い
と
こ
ば

か
り
の
﹁
現
状
を
生
か
し
た

再
生
﹂
に
も

と
光
を
当
て

た
い

建
て
替
え
の
方
が
適

切
な
マ
ン
シ

ン
も
な
い
わ

け
で
は
な
い
が

こ
の
再
生

の
可
能
性
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
生

か
し
た
い
★
全
管
連
の
再
生

法
提
唱
は
こ
う
し
た
立
場
の

表
明
で
あ
る
★
団
地
再
生
に

つ
い
て
は
国
交
省
の
検
討
会

も
始
ま

て
い
る

区
分
所

有
者
や
管
理
組
合
の
代
表
が

い
な
い
の
は
遺
憾
に
思
う
★

審
議
で
は
建
て
替
え
へ
誘
導

す
る
条
件
整
備
を
目
的
と
せ

ず

区
分
所
有
者
・
住
民
の

意
向
が
よ
く
反
映
さ
れ
た
方

向
を
選
択
で
き
る
よ
う

偏

り
の
な
い
論
議
が
な
さ
れ
る

よ
う
望
み
た
い


　
団
地
・
マ
ン
シ

ン
の
高
経
年
化
は

進
む

２
０
３

３
年
に
は
築

年
以
上
が
１
８
３
万
戸
と
予
測
さ
れ
る


マ
ン
シ

ン
の
こ
れ
か
ら
の
最
大
の
問
題
に
な
る
の
は
間

違
い
な
い

ど
の
団
地
・
マ
ン
シ

ン
も

前
向
き
か
一

歩
遅
れ
か
の
差
は
あ
る
が

大
き
な
課
題
と
し
て
と
ら
え

て
い
る
の
は
同
じ
だ

理
事
会
を

常
任
理
事

輪
番
理

事
を
中
心
に
運
営
し

ベ
テ
ラ
ン
の
専
門
委
員
会
が
加
わ

る
ユ
ニ

ク
な
構
成
に
し
た
団
地
な
ど

知
恵
と
工
夫
を

凝
ら
す

そ
ん
な
動
き
の
一
端
を
紹
介
す
る


　
柏
陽
団
地
横
浜
市
栄
区


１
２
０
戸

築

年

４
階

建
て
５
棟

横
浜
市
住
宅
公

社
分
譲


　
自
主
管
理
だ
が

高
齢
化

の
進
行
に
よ
り

管
理
運
営

に
支
障
が
出
る
と
予
測

平

成
５
年
か
ら

理
事
会
を
常

任
理
事
輪
番
理
事
で
構
成


専
門
委
員
会
が
加
わ
る
形
に

し
た

常
任
理
事
は


名

以
内
で
現
状
は
理
事
長


会
計
担
当
理
事

理
事
４
名

の
６
名
で

任
期
は
２
年


専
門
委
員
と
し
て
の
業
務


輪
番
担
当
理
事
業
務
の
総
括

と
支
援
を
担
う

輪
番
理
事

は
５
名
で

各
棟
か
ら
１
名

選
出

任
期
は
１
年

連
絡

広
報

団
地
外
区
分
所
有
者

関
連

駐
車
場

駐
輪
場
業

務

防
災
・
福
祉
関
連
業
務

を
担
当
す
る

専
門
委
員
会

は
４
名
ベ
テ
ラ
ン
が
多
い


　
理
事
長
は
常
任
理
事
か

ら

副
理
事
長
は
輪
番
理
事

か
ら

理
事
会
の
推
薦
を
得

て

総
会
で
承
認
さ
れ
る


役
員
は
報
酬
制
で

理
事
長

は
年
間
６
万
円

常
任
理
事

２
万
円

輪
番
理
事
１
万
５

千
円
な
ど
と
な


て
い
る

理

事

名
中

現

役
は
３
名

あ

と
は
リ
タ
イ
ア

組
だ


　
住
民
の
高
齢

化
は
顕
著
で



歳
以
上
が


％
も
し
め
る


　
﹁
組
合
員
の

高
齢
化

団
地

外
居
住
者
の
増

加
で

理
事
免

除
申
し
出
が
多
く


数
年

に
一
度
の
輪
番
制
理
事
の
就

任
が

数
年
に
一
度
と
早
ま


て
い
る
一
方
常
任
理
事

の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る


管
理
運
営
を
外
部
に
委
託
す

る
方
法
も
あ
る
が

委
託
し

た
だ
け
で
は
解
決
し
な
い


自
分
た
ち
の
財
産
を
守
る
た

め
に
も
輪
番
理
事
常
任
理

事
の
就
任
を
期
待
し
た
い
﹂

︵
柏
陽
ニ


ス

平
成


年
３
月
号
︶
と
団
地
広
報
誌

が
警
鐘
を
な
ら
し
て
い
る

が

危
機
感
は
強
い


　
団
地
に
は

病
気

老
齢

以
外
の
理
由
に
よ
る
理
事
免

除
は

６
万
円
の
免
除
金
と

い
う
制
度
が
あ
る
が

必
ず

し
も
抑
止
効
果
に
つ
な
が


て
い
な
い
よ
う
だ


　
と
は
い
え

高
齢
化
に
よ

る
役
員
の
な
り
手
不
足
を
早

く
か
ら
予
測

理
事
会
の
仕

組
み
を
再
編
成
す
る
な
ど
対

策
を
立
て

実
行
し
て
い
る

機
動
性
は
学
ぶ
べ
き
だ


﹁
理
事
会
は
じ
め
会
議
は
１

時
間
以
内
で
終
え
る
﹂
を
原

則
に
す
る
な
ど

効
率
を
重

視
す
る
団
地
風
土
も
後
押
し

す
る

　

　
横
浜
市
緑
区
霧
が
丘

霧

が
丘
グ
リ

ン
タ
ウ
ン
第
一

住
宅

旧
公
団
分
譲

築


年

４
０
８
戸


　
団
地
内
に
は

自
然
林
が

隣
地
に
あ
る
な
ど
緑
が
多
い

が

緑
地
に
近
い
団
地
集
会

所

毎
週
金
曜

午
前

時

に
な
る
と

お
年
寄
り
た
ち

が
集
会
所
の
ド
ア
を
開
け
て

次
々
と
６
年
前
に
開
設
し

た﹁
ふ
ら

と
ほ

と
﹂だ


　

歳
以
上
な
ら
だ
れ
で

も

自
由
参
加
で
き
る



人
か
ら

人
が
あ
つ
ま
る


老
人
ク
ラ
ブ
で
は
な
い

理

事
会
や
自
治
会
の
下
部
組
織

で
も
な
い

看
護
師
で
も
あ

る
安
本
と
よ
子
さ
ん
︵

︶

ら
が
呼
び
か
け
開
設
し
た


お
茶
や

食
事

歌
を
う
た

い

囲
碁
な
ど

思
い
思
い

の
利
用
が
で
き
る

﹁
決
ま

り
を
作
る
と

利
用
し
に
く

く
な
る
ど
う
ぞ
ご
自
由
に


と
い
う
こ
と
で
出
発
し
ま
し

た
﹂と
安
本
さ
ん
９
月
は


集
会
所
の
改
修
で

一
時
お

休
み
だ
が

月
か
ら

再
開

す
る

高
齢
化
が
進
む
団
地

で
の
高
齢
者
同
士
の
交
流


対
話
の
確
実
な
場
に
な


た

理
事
会
と
自
治
会
が


運
営
に
補
助
金
を
出
し
て
い

る


　
埼
玉
県
新
座
市
の
あ
る
団

地
管
理
組
合
は
築

年
余


２
８
０
戸
部
分
委
託
だ
が



年
前

高
齢
者
が
増
え
る

こ
と
を
予
測
し

そ
の
対
策

の
ひ
と
つ
と
し
て

集
会
所

の
増
築
を
実
施
し
た

そ
れ

ま
で

理
事
会
な
ど
の
会
議

を
行
う
際
に

狭
く
感
じ
て

い
た
会
議
室
部
分
を
対
面
式

キ

チ
ン
に
し

集
会
ホ


ル
を
増
築
し
た

開
口
部
を

広
く
と
り

﹁
居
心
地
が
い

い

セ
ン
ス
も
い
い
﹂
と
住

民
は

手
放
し
に
喜
ぶ

居

心
地
の
い
い
空
間
で

高
齢

者
向
け
の
食
事
会
や
カ
フ


を
開
く


　
﹁
殿
︵
男
性
︶
の
参
加
も

増
え
た
﹂
と
事
務
局
の
担
当

者


　
団
地
内
の
意
見
を
く
み
上

げ
る
た
め

不
定
期
に

シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
の
集
ま
り

を
開
く
の
は

厚
木
市
の
鳶

尾
第
二
住
宅
管
理
組
合
︵
２

５
０
戸
︶


　
住
民
が

団
地
の
将
来
に

つ
い
て

ど
う
す
れ
ば
い
い

か
の
意
見
を
発
表
し
た
あ

と

参
加
者
で
議
論
す
る


高
齢
者
が
多
く
な
る
団
地
の

将
来
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

住
民
は
多
い
が

意
見
を
表

明
し
合
う
こ
と
で

課
題
が

明
確
に
な

て
行
く

８
月

に
２
回
目
の
団
地
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
い
た
が

こ
れ
か

ら
も
続
い
て
開
き
た
い

と

近
藤
博
隆
理
事
長
は
意
気
込

む


　萩の字は秋に花
を咲かせるとして
日本で作られた
字。秋の七草の一
つで日本各地の山
野にはえる落葉低
木。小さな紅紫色
の花が長い間咲き
続ける。

◇
新
・
マ
ン
シ

ン
事
情
　
　
　
２
面

◇
大
規
模
修
繕
工
事
事
例
　
　
　
３
面

◇
関
連
業
界
ニ


ス
　
　
　
　
３
面

◇
管
理
組
合
お
役
立
ち
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　
企
業
ガ
イ
ド
　
　
　
　
　
　
　
４
面

◇
日
住
協
催
し
案
内
　
　
　
　
　
５
面

◇
論
談
・
管
理
会
社
と
の
関
係
　
５
面

◇
マ
ン
シ

ン
建
物
Ｑ
＆
Ａ
　
　
５
面

◇
み
ど
り
の
あ
る
風
景
　
　
　
　
６
面

◇
タ
エ
コ
さ
ん
の
生
活
エ

セ
イ
６
面

◇
読
者
投
稿
欄
　
　
　
　
　
　
　
７
面

◇
シ

ク
ハ
ウ
ス
と
健
康
⑦
　
　
８
面

・住宅リフォーム事業者団体登録
　制度を創設／国土交通省
・「平成年マンション管理受託
　動向調査結果概要」を発表／　
　（一社）マンション管理業協会



　
新
　
マ
ン
シ

ン
事
情

〈〉

都市の崩壊はなぜ起きる
市街化調整区域が開発自由区域になった場合

松本　恭治

ア　メ　ニ　テ　ィ（集合住宅管理新聞） （２）（第号） 第三種郵便物認可 ・・

　
図
は
マ
イ
カ

保
有
率
と

市
街
化
調
整
区
域
の
人
口
比

率
の
関
係
を
示
す

線
引
き

都
市
計
画
区
域
の
総
人
口
を

１
０
０
と
す
る
か
ら

マ
イ

カ

保
有
率
の
県
平
均
値
と

の
比
較
に
は
対
象
範
囲
の
ず

れ
の
問
題
が
あ
る
が

大
ま

か
な
傾
向
を
読
む
に
は
問
題

は
な
い
︵
非
線
引
き
都
市
計

画
区
域
の
人
口
は
茨
城
県
全

人
口
の

・
５
％
︶

市
街

化
調
整
区
域
に
居
住
す
る
人

口
は
東
京
都
で
は
殆
ど
ゼ
ロ

に
近
く

一
方
茨
城
県
で
は


・
４
％
に
達
し
て
い
る


大
都
市
圏
及
び
県
庁
所
在
市

が
１
極
集
中
の
県
で
は
マ
イ

カ

保
有
率
に
関
わ
ら
ず
市

街
化
調
整
区
域
内
の
人
口
は

少
な
い

一
方
北
関
東
・
中

部
の
工
業
県
は
マ
イ
カ

保

有
率
が
高
く
か
つ
市
街
化
調

整
区
域
内
人
口
比
率
が
高

い

市
街
化
調
整
区
域
に
市

街
化
区
域
か
ら
多
数
の
人
口

が
溢
れ
る
理
由
は
①
都
市
規

模
が
小
さ
く
中
心
部
へ
の
吸

引
力
が
弱
い
　
②
工
場
団
地

が
地
価
の
安
い
市
街
化
調
整

区
域
に
造
成
さ
れ
や
す
く


社
宅

病
院

診
療
所

商

業
施
設
が
進
出
し
易
い
　
③

小
規
模
都
市
分
散
型
配
置
で

は

都
市
間
の
中
間
位
置
で

も
不
便
さ
が
な
い

マ
イ
カ


が
あ
れ
ば
都
市
の
中
心
部

ま
で
の
距
離
は
小
さ
い
　
④

都
市
間
の
人
口
獲
得
競
争
状

態
で
は
市
街
化
調
整
区
域
に

お
け
る
住
宅
開
発
を
許
容
し

が
ち
で
あ
る
︵
隣
接
町
村
へ

の
転
居
を
食
い
止
め
る

出

来
れ
ば
隣
接
町
村
か
ら
の
転

入
を
促
進
し
た
い
︶


　
結
果
的
に
全
県
的
に
広
く

住
宅
開
発
が
な
さ
れ

①
道

路

公
園

水
道

下
水


教
育
施
設
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

の
後
追
い
整
備
に
追
わ
れ

る

拡
散
都
市
の
弊
害
は
こ

れ
だ
け
で
な
く

マ
イ
カ


の
必
要
性
が
高
ま
る
一
方


②
鉄
道
・
バ
ス
な
ど
公
共
輸

送
機
関
の
衰
退
　
③
農
業
へ

の
被
害
増
大
　
④
自
然
破
壊

⑤
訪
問
介
護
の
困
難
化
　
⑥

中
心
市
街
地
の
衰
退
　
⑦
空

家
・
空
店
舗
の
増
加

⑧
工

場
の
撤
退
に
伴
う
地
域
社
会

の
不
安
定
化
な
ど
が
見
ら
れ

る

県
民
所
得
向
上
至
上
主

義
に
都
市
計
画
が
従
属
し
た

が

来
る
べ
き
人
口
減
少
社

会
に
対
し
て
は
都
市
構
造
上

の
安
定
性
が
乏
し
い


　
と
こ
ろ
で

分
譲
マ
ン
シ


ン
へ
の
影
響
を
見
る
と
①

戸
建
て
住
宅
が
安
価
に
取
得

可
能
な
た
め

分
譲
マ
ン
シ


ン
の
供
給
は
極
め
て
限
定

的
に
な
る
　
②
当
初
か
ら
単

身
者
の
割
合
が
高
く

マ
ン

シ

ン
内
コ
ミ

ニ
テ



は
育
ち
に
く
い

借
家
化
も

速
い
　
③
中
古
の
価
格
低
下

が
速
く
維
持
管
理
が
安
定
し

な
い
　
④
絶
対
数
が
少
な
い

か
ら
行
政
も
議
員
も
管
理
に

対
し
て
は
無
関
心
　
⑤
同
じ

理
由
で
マ
ン
シ

ン
管
理
組

合
相
互
の
情
報
交
換
組
織
が

育
た
な
い
　
⑥
地
元
デ
ベ
ロ


パ

は
育
た
ず

支
店
も

な
い
こ
と
か
ら
ブ

ム
時
に

は
大
都
市
圏
か
ら
の
出
張
開

発
に
な
り
易
い

結
果
的
に

維
持
管
理
も
遠
隔
管
理
︵
管

理
の
窓
口
に
は
地
元
か
ら
管

理
人
を
雇
用
す
る
が

管
理

会
社
の
担
当
者
が
東
京
に
い

て
滅
多
に
現
地
訪
問
せ
ず
︶

で

不
良
管
理
に
陥
り
や
す

い
　
⑦
適
正
な
時
期
に
適
正

な
修
繕
が
な
さ
れ
な
い
⑧
古

い
マ
ン
シ

ン
は
駐
車
場
設

置
率
が
低
く

全
く
な
い
場

合
も
多
い

中
古
市
場
で
は

落
ち
こ
ぼ
れ
や
す
く

低
所

得
の
単
身
者
に
し
か
適
し
な

い

人
口
減
少
に
備
え
て


薄
く
広
く
虫
食
い
状
に
拡
大

し
た
都
市
を
コ
ン
パ
ク
ト
に

編
成
し
直
す
こ
と
が
急
務
だ

が

拡
大
は
容
易
で
も
市
街

地
の
縮
小
は
容
易
で
な
い


住
民
は
総
論
賛
成
で
も
各
論

で
は
反
対
し
易
い

都
市
の

中
心
部
に
マ
ン
シ

ン
を
供

給
し
て
も
拡
散
の
エ
ネ
ル
ギ


が
あ
る
間
は
不
良
化
が
速

い


　
今
後
人
口
減
少
が
進
め

ば

郊
外
の
住
宅
地
も
都
市

の
中
心
部
も
共
に
劣
化
す

る
財
政
が
厳
し
く
な
れ
ば


た
だ
運
任
せ
の
浮
遊
す
る
都

市
に
な
る

　
︵
つ
づ
く
︶
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工事事例
つつじが丘ハイム

（東京・調布市）

居
住
者
負
担
の
少
な
い
更
生
工
事
を
選
択

築

年
団
地
型
分
譲
マ
ン
シ

ン
の
雑
排
水
管
更
生
工
事　施工現場（Ｐ・Ｃ・Ｇテクニカ）

　ライニング材の反転・圧送作業中

フジヤマヒロノブ作画　
マンション大規模修繕編集委員会編集
（一財）建物物価調査会発行

「まんが　マンション大規模修繕」

関連業界
ニュース

通
常
総
会
と
懇
親
会
を
開
催

　
関
東
防
水
管
理
事
業
協
組

第
８
回
通
常
総
会
を
開
催

マ
ン
シ

ン
リ
フ


ム
協
同
組
合

１

建
物
概
要

２

管
理
組
合
の

　
　
取
り
組
み

３

工
事
概
要

ア　メ　ニ　テ　ィ（集合住宅管理新聞）（３） （第号）第三種郵便物認可・・

★老朽ガス管、交換急げ　高度経済成
　長期に普及した「白ガス管」の交換
　を都市ガス業界が急いでいる。全国
　にカ所、爆発事故も。交換が進
　まない原因はガス管の保安責任は都
　市ガス会社にあるが、交換する主体
　は管を所有する学校や病院などの施
　設側であること。経産省は、日本医
　師会、マンション管理業協会など関
　連する業界団体に文書を送って交換
　を要請。　　　　　　（８／朝日）
★蕨市、総合地所と提携しマンション
　に認可保育所　　（８／日本経済）
★ＫＤＤＩ、マンション向け電力小売
　りに参入　　　　　　（８／読売）
★有明の高層マンション、管理組合と
　合同で公式サイト　東京建物不動産
　販売は、江東区有明「Brllia　有明
　Sky Tower管理組合」と合同で情
　報発信を開始。仲介会社が管理組合
　とサイトを立ち上げるのは珍しく、
　中古価格を高め、売買につなげる狙
　いも。　　　　　（９／１日本経済）
★生活音で殺意　千葉県柏市のアパー
　トに住む安達容疑者（）は上階に
　住む無職女性（）の腹部を包丁で
　刺す。女性は重傷を負ったが命には
　別状はない。容疑者は「生活音がう
　るさく、我慢の限界で殺意を覚えた。
　自分の声も聞かれている気がした」
　などと話している。　（９／１読売）
★首都圏「住みたい街」、新宿・池袋
　が台頭　長谷工アーベストがインタ
　ーネットで調査。（９／２日本経済）
★関西電、首都圏参入へ　関西電力は
　マンションの入居者向けに割安な電
　力を供給。一括受電サービスで首位
　の中央電力と資本・業務提携を結ぶ。
　　　　　　　　　　　（９／８読売）
★分譲マンション管理維持へ県がアド
　バイザー登録　埼玉県は県内のマン
　ション管理士の中から人を分譲マ
　ンションアドバイザー登録。県のホ
　ームページで公開。（９／東京）
★火災保険の補償、最長年→年に
　損害保険各社は、来年月以降に受
　け付ける火災保険の補償期間を短く
　する。　　　　　　　（９／朝日）
★高度成長期に急増の分譲団地建て替
　え、住民に重荷　千葉市・真砂１丁
　目団地を取材。震災復興・五輪で費
　用高騰。千葉市の建て替え支援制度
　の活用進まず。　　（９／朝日）

　
屋
根
防
水
等
マ
ン
シ

ン

改
修
工
事
の
施
工
者
団
体

﹁
関
東
防
水
管
理
事
業
協
同

組
合
﹂
は

９
月

日
港
区

ホ
テ
ル
オ

ク
ラ
に
お
い
て

平
成

年
度
通
常
総
会
並
び

に
懇
親
会
を
開
催
し
た

昨

年
度
の
事
業
・
決
算
報
告


新
年
度
の
事
業
計
画

収
支

予
算
承
認

理
事
・
監
事
の

役
員
改
選
等
の
ほ
か

功
績

の
あ

た
組
合
員
表
彰
な
ど

が
あ

た

同
組
合
は

年

々
実
績
を
伸
ば
し
て
お
り


本
年
度
は
前
年
度
比
１
０
９

・
９
％
の
伸
び
と
な

た


　
マ
ン
シ

ン
リ
フ


ム

協
同
組
合
は

９
月

日
千

代
田
区
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ

フ
に
お
い
て
第
８
回
通
常
総

会
並
び
に
懇
親
会
を
開
催
し

た


　
本
年
度
は

役
員
の
改
選

等
が
あ

て
新
体
制
と
な

り

新
理
事
長
に
澤
田
博
一

氏
︵
㈲
建
物
診
断
セ
ン
タ


代
表
取
締
役
︶

新
専
務
理

事
に
奥
村
召
司
氏
︵
㈱
空
間

設
計
社
代
表
取
締
役
︶

新

事
務
局
長
に
内
木
京
子
氏

︵
一
級
建
築
士
︶
が
各
々
就

任
し
た

同
組
合
は

マ
ン

シ

ン
改
修
工
事
で
管
理
組

合
と
深
い
関
連
が
あ
り

組

合
員
の
工
事
完
成
履
行
保

証
技
能
研
修
共
同
宣
伝
な

ど
の
事
業
を
行

て
い
る


　
　﹁
つ
つ
じ
が
丘
ハ
イ
ム
﹂

は

京
王
線
の
つ
つ
じ

丘

駅
近
郊
に
位
置
す
る
団
地
型

分
譲
マ
ン
シ

ン
で
あ
る


　
竣
工
は
昭
和

年

建
物

は

階
建
て
が
２
棟

５
階

建
て
が
２
棟

計
４
棟
４
４

３
戸
あ
り


階
建
て
の
棟

は
開
放
廊
下
が
あ
る
階
に
エ

レ
ベ

タ

が
止
ま
る
ス
キ


プ
フ
ロ
ア
形
式

５
階
建

て
の
棟
は
階
段
室
形
式
と
な


て
い
る


　
管
理
組
合
で
は

築

年

経
過
し

第
３
回
大
規
模
修

繕
工
事
の
時
期
が
近
づ
い
て

い
る
こ
と
及
び

新
築
時
の

ま
ま
手
を
付
け
て
い
な
い
雑

排
水
管
立
て
管
の
改
修
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え

日
住
協
の
大
規
模
修
繕

支
援
制
度
サ

ビ
ス
を
利
用

し

設
計
事
務
所
の
選
定
か

ら
改
修
計
画
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
た

設
計
事
務
所

選
定
後

ま
ず
建
物
と
雑
排

水
管
の
調
査
を
行

た

雑

排
水
立
て
管
に
つ
い
て
は
改

修
の
必
要
性
を
判
断
す
る
た

め

内
視
鏡
調
査
を
実
施
し

た

そ
の
結
果


階
建
て

の
棟
の
排
水
は
汚
水
も
含
め

た
１
本
の
鋳
鉄
管
で
配
管
さ

れ
て
お
り

腐
食
は
余
り
進

行
し
て
い
な
か

た

５
階

建
て
の
棟
は
鉄
管
で
配
管
さ

れ
て
お
り
腐
食
の
進
行
が
確

認
さ
れ
た

基
本
計
画
で
は

第
３
回
大
規
模
修
繕
工
事
に

合
わ
せ
て
５
階
建
て
の
棟
の

み
雑
排
水
管
の
改
修
を
実
施

す
る
こ
と
と
し

改
修
方
法

に
つ
い
て
は

更
新
と
更
生

の
２
通
り
で
検
討
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
て

居
住
者

へ
の
説
明
会
で
報
告
し
た


　
設
計
打
ち
合
わ
せ
を
進
め

て
い
く
中
で

改
修
方
法
に

つ
い
て
は

更
新
の
メ
リ


ト
︵
腐
食
し
な
い
材
料
に
取

り
替
え
が
で
き
る

現
在
よ

り
排
水
能
力
を
向
上
で
き
る

等
︶・
デ
メ
リ

ト︵
工
事
中

の
在
宅
期
間
が
長
く
な
る


工
事
中
の
振
動
・
騒
音
が
大

き
い
等
︶
及
び

更
生
の
メ

リ

ト
︵
工
事
中
の
在
宅
期

間
が
少
な
い

工
事
中
の
振

動
・
騒
音
が
小
さ
い
等
︶
・

デ
メ
リ

ト
︵
更
新
よ
り
耐

用
年
数
が
短
い

管
内
の
容

積
が
小
さ
く
な
る
等
︶
を
比

較
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て

い

た

最
終
的
に
は

２

つ
の
方
法
の
見
積
も
り
を
入

手
し
て
検
討
し

工
事
中
の

居
住
者
の
負
担
が
少
な
い
方

法
で
あ
る
更
生
工
事
を
行
う

こ
と
に
決
定
し
た


　
更
生
工
事
は

既
存
の
鉄

管
は
そ
の
ま
ま
で

管
内
の

洗
浄
・
研
磨
後
に
管
の
内
側

に
樹
脂
を
塗
布
ま
た
は
貼
り

付
け
て

既
存
鉄
管
内
側
に

保
護
膜
を
つ
く
る
工
法
で
あ

る

今
回
は
保
護
膜
の
厚
み

が
確
保
で
き
る
樹
脂
の
管
を

反
転
し
な
が
ら
挿
入
し
て
い

く
工
法
を
採
用
し
た


　
工
事
は
大
規
模
修
繕
と
は

切
り
離
し

大
規
模
修
繕
が

着
工
す
る
２
０
１
４
年
１
月

の
前
に
完
了
す
る
計
画
と

し

工
期
は
２
０
１
３
年


月
中
旬


月
中
旬
の
約
２


月
間
と
し
た

工
事
は
床

下
ピ

ト
で
立
て
管
を
切
断

し
て

そ
こ
か
ら
樹
脂
を
含

浸
し
た
ク
ロ
ス
を
反
転
圧
送

し

最
上
階
の
５
階
住
戸
の

管
切
断
部
を
出
口
と
し
た


枝
管
と
の
接
合
部
は
管
内
部

か
ら
機
械
で
穴
開
け
・
反
転

を
行
う
た
め

作
業
は
床
下

ピ

ト
内
及
び
５
階
住
戸
に

限
ら
れ
工
事
中
の
在
宅
は


５
階
住
戸
の
２
日
間
だ
け
で

あ

た

た
だ
し

工
事
着

工
後

１
階
部
分
の
立
て
管

の
一
部
で

直
線
で
配
管
さ

れ
て
い
な
い
系
統
が
見
つ
か

り

一
部
の
１
階
住
戸
も
在

宅
工
事
が
必
要
と
な

た


　
前
記
の
様
な
工
事
中
に
急

遽
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
案
も
出
た
が

工
事
は

居
住
者
の
協
力
も
あ
り
予
定

通
り
に
進
み

工
期
内
に
無

事
工
事
が
完
了
す
る
こ
と
が

で
き
た


︵
設
計
・
監
理
／
八
生
設
計

事
務
所
　
担
当
者
︶

　物語は修繕積立金不足から始ま
る。管理組合理事の緑川ユイを主人

公に大規模修繕を進め
ていくさまを漫画でス
トーリー仕立てで展
開。タイムテーブルを
所々に組み入れている
ので、工事流れのイメ
ージもつかみやすい。
定価2700円（税別）

　
こ
の
プ
ロ
ジ

ク
ト

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
が
大

規
模
修
繕
支
援
事
業
と

し
て
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た

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Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
管
連
総
会
報
告

バ
ル
コ
ニ

の
隣
戸
避
難
板
が
割
れ
な
い

︻
回
答
者
︼

Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
協
力
技
術
者

一
級
建
築
士
　

山
田
　
俊
二

Ａ

ＮＰＯ日本住宅管理組合協議会
（略称／ＮＰＯ日住協）

ＮＰＯ日住協の催し案内
申込み・問合せ☎０３・５２５６・１２４１

管
理
会
社
と
は
緊
張
感
あ
る
パ

ト
ナ

関
係
を

︿
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
設
立

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹀

築

年
　
１
０
０
万
戸
時
代

高
経
年
マ
ン
シ

ン
の
新
た
な
管
理
の
方
向
を
考
え
る

Ｑ マンションの建物

Ｑ＆Ａ
「建物相談会」から

����������������������������������������������� �������������������������������������
����������������

������������������������������������ア　メ　ニ　テ　ィ（集合住宅管理新聞）（５） （第号）第三種郵便物認可・・

　1 5 6 管理組合（約４万５千戸）等が加
盟している民間の管理組合団体で昭和年
（年）創立以来年間、管理組合を支
援しています。
住所　〒－
東京都千代田区神田須田町１－　製麺会館３階
電　話　－－
ＦＡＸ　－－
http://www.mansion-kanrikumiai.or.jp

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
国
マ
ン
シ

ン

管
理
組
合
連
合
会
︵
略
称


全
管
連

山
本
育
三
会
長
︶

は

９
月
１
日
江
東
区
亀
戸

文
化
セ
ン
タ

に
お
い
て
平

成

年
度
総
会
を
開
催

全

国
か
ら

管
理
組
合
団
体
の

代
表
者
が
参
加
し
た

Ｎ
Ｐ

Ｏ
日
住
協
か
ら
は

川
上
会

長
︵
全
管
連
事
務
局
長
と
兼

務
︶
ほ
か
理
事
４
名
並
び
に

事
務
局
職
員
が
出
席
し
た


Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
の
大
石
理
事

長
が
議
長
と
な
り

昨
年
度

の
活
動
報
告
・
収
支
決
算
報

告

新
年
度
活
動
方
針
・
予

算
案

役
員
改
選
等
の
審
議

が
あ

た

全
管
連
の
主
な

取
り
組
み
と
し
て
は

マ
ン

シ

ン
再
生
法
︵
案
︶
の
た

め
の
素
案
作
り

地
域
ブ
ロ


ク
会
議
︵
全
国
３
ブ
ロ


ク
︶
の
本
格
的
活
動

マ
ン

シ

ン
計
画
修
繕
施
工
協
会

と
の
共
同
事
業
に
よ
り
全
国


都
市
で
の
セ
ミ
ナ

開

催

な
ど
が
あ
る


　
バ
ル
コ
ニ

の

隣
戸
避
難
板
は
玄

関
側
が
避
難
困
難
な
場
合


バ
ル
コ
ニ

伝
い
に
隣
の
住

戸
へ
避
難
す
る
︵
二
方
向
避

難
︶
た
め
に
設
け
ら
れ
た
設

備
で

消
防
庁
告
示
な
ど
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す

避
難

す
る
た
め
に
は
隣
戸
避
難
板

は
﹁
容
易
に
開
放

除
去
又

は
破
壊
で
き
る
等
避
難
上
支

障
の
な
い
構
造
の
も
の
︵
平

成

年
消
防
庁
告
示
第
３

号
︶
﹂
と
さ
れ
て
い
ま
す


こ
こ
に
出
て
く
る
容
易
に
破

壊
で
き
る
の
定
義
は
あ
り
ま

せ
ん
が

﹁
就
寝
施
設
を
有

す
る
防
火
対
象
物
等
の
防
火

安
全
指
針
︵
平
成

年
３
月


日
消
指
導
第
２
９
６
号
︶﹂

で
は

﹁
仕
切
板
を
設
置
す

る
場
合
は

容
易
に
破
壊

︵
例
／
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
板
４

ミ
リ
以
下
︶
﹂
と
記
載
さ
れ

て
い
る
の
が
一
つ
の
目
安
で

す


　
い
ず
れ
に
し
て
も

６
ミ

リ
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ボ

ド

は

か
な
り
破
壊
困
難
だ
と

推
察
さ
れ
ま
す

竣
工
図
記

載
の
ケ
イ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
板

６
ミ
リ
の
２
・
８
倍
の
曲
げ

強
度
を
有
し
て
い
ま
す
︵
耐

衝
撃
強
度
は
手
元
に
無
く
不

明
で
す
が
︶


　
難
燃
性
ボ

ド
と
し
て
は

ケ
イ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
板
相
当

品
と
云

て
良
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が

隣
戸
避
難
板
は

上
記
の
様
な
必
要
性
能
︵
容

易
に
破
壊
で
き
る
︶
を
満
た

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で

相
当
品
等
と
は
言
え
な

い
と
考
え
ま
す


　
他
の
高
層
マ
ン
シ

ン
で

使
用
︵
超
高
層
マ
ン
シ

ン

等
で
は
耐
風
圧
上

厚
い
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
ボ

ド
を
使
用

し
て
い
る
例
は
あ
る
よ
う
で

す
が
そ
れ
で
も
５
ミ
リ
厚
で

す
︶
し
て
い
よ
う
が
い
ま
い

が

所
期
性
能
を
満
た
し
て

い
な
い
の
で
す
か
ら

取
替

の
要
求
は
正
当
だ
と
考
え
ま

す

以
上
の
事
を
販
売
主
に

訴
え
再
度
交
渉
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し

う
か


　　専有部リフォーム申請の
　　　　　対応基礎知識
　管理組合によって対応力に大きな差が
見られるのが、専有部リフォームへの対
応です。最近は中古マンション購入業者
が大改造して売却するときなど申請内容
と全く違う工事をする例が増えてきたよ
うです。管理組合に有効なリフォーム対
応策を身につけていただくことを目的に
研修会を開催します。
日　時　月８日（土）時半～時分
会　場　ＮＰＯ日住協４Ｆ会議室
参加費　会員円、　一般円
定　員　名
（プログラム）
①「リフォーム申請の提出促進、審査の
　要点」
　日本高層管財㈱代表取締役
　久保泰男氏
②技術情報「床の防音、トラブル原因に
　もなる旧基準」（当日は会場で実際に
　音を聞いていただきます）
　竹村工業㈱　専務取締役　竹村仁氏
③製品情報「玄関用ドアクローザー」
　（高齢者でも開きやすく、強風に煽ら
　れないドアクローザーを紹介）
　杉田エース㈱リニューアル営業部
　マネージャー　齋藤俊浩氏
　同営業課係長　大橋孝悦氏
　
　　
　　　　＜各種相談会＞
　ＮＰＯ日住協では毎月定期的に各種相
談会を開催しています。相談員は一級建
築士、弁護士などそれぞれの分野でマン
ション管理に精通した一流の専門家で
す。
　相談場所＝日住協本部４階（神田）
　会員管理組合＝無料
　一般管理組合＝５千円
　※日住協へ電話予約してください。
●設備相談会
　月８日（水）時から
　給排水設備、配管、電気・ガス設備等
　の維持管理・改修についての相談
●管理組合運営相談会
　月日（木）時から
　管理組合の運営。理事会、総会運営に
　ついての相談。規約・細則のチェック
●建物相談会
　月日（金）時から
　マンションの修繕（維持管理）、長期
　修繕計画、大規模修繕の相談など　
●法律相談会
　月日（水）時から
　マンション運営上の法律相談、区分所
　有法・管理規約・細則についての相談
●管理事務委託相談会
　月日（水）時から
　管理委託契約についての相談、管理会
　社とのトラブルについての相談

　
﹁
管
理
会
社
と
ど
う
付
き
合
う

か
﹂と
い
う
テ

マ
は
本
論
談
で

も
幾
度
か
取
り
上
げ
て
き
た
が


依
然
と
し
て
管
理
組
合
に
と

て

管
理
会
社
問
題
は
大
き
な
課
題
と

な

て
い
る


　
法
律
的
に
見
れ
ば

管
理
会
社

は
管
理
組
合
と
の
業
務
委
託
契
約

に
基
づ
い
て
管
理
業
務
を
行
な
う

と
い
う
こ
と
に
な

て
い
る
の
で

﹁
管
理
の
主
体
は
管
理
組
合
﹂
と

い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が

わ

が
国
マ
ン
シ

ン
管
理
の
特
異
な

状
況
も
あ

て

あ
た
か
も
﹁
管

理
の
主
体
﹂
が
管
理
会
社
と
思
わ

れ
る
事
態
も
多
く
認
め
ら
れ
る


　
例
え
ば

マ
ン
シ

ン
購
入
時

に
既
に
管
理
会
社
が
決
ま

て
お

り
︵
ほ
と
ん
ど
は
分
譲
会
社
の
系

列
管
理
会
社
︶

管
理
組
合
が
選

択
し
て
契
約
し
た
わ
け
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
が
あ
る

ま
た

契

約
書
の
な
か
に
﹁
総
会
支
援
﹂

﹁
理
事
会
支
援
﹂
業
務
と
い
う
項

目
が
あ
る
の
で

管
理
組
合
運
営

ま
で
管
理
会
社
に
頼

て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
も
あ
る

こ
う
し
た

象
徴
が
﹁
管
理
委
託
契
約
書
﹂
と

い
う
名
称
で
あ
る

端
的
に
言
え

ば

管
理
組
合
が
管
理
会
社
に
委

託
す
る
の
は
﹁
管
理
業
務
﹂
で
あ


て

﹁
管
理
﹂
そ
の
も
の
で
は

な
い

本
来
は
﹁
管
理
業
務
委
託

契
約
書
﹂
で
あ
る
筈
で
あ
る


　
と
は
言
え

こ
れ
ら
を
理
由
に

管
理
会
社
を
敵
視
し
た
り

非
難

す
れ
ば
済
む
と
い
う
も
の
で
は
な

い

実
際
的
に
は
現
実
の
委
託
契

約
関
係
に
お
い
て

管
理
組
合
は

管
理
会
社
へ
の
適
切
な
関
係
を
築

い
て
マ
ン
シ

ン
管
理
を
よ
り
良

い
も
の
に
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い

そ
れ
を
一
言
で
言
え
ば

﹁
管
理
組
合
と
管
理
会
社
と
の
緊

張
感
あ
る
パ

ト
ナ

関
係
﹂
を

築
く
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う

そ
の
た
め
に
は

管
理
会
社

に
は﹁
管
理
組
合
が
管
理
の
主
体
﹂

と
い
う
命
題
を

﹁
お
題
目
﹂
で

は
な
く

し

か
り
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
求
め
た
い

そ
の

た
め
の
フ
ロ
ン
ト
マ
ン
の
教
育
を

し

か
り
や

て
頂
き
た
い

日

住
協
と
し
て
も

そ
の
こ
と
を
管

理
会
社
に
求
め
て
い
く
活
動
を
強

化
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る


　
同
時
に

管
理
組
合

特
に
理

事
の
方
に

管
理
会
社
に
﹁
緊
張

感
﹂
を
持
た
せ
る
た
め
に
も

区

分
所
有
法
や
規
約
に
精
通
す
る
と

と
も
に

管
理
業
務
の
知
識
を
深

め
る
努
力
を
要
望
し
た
い

管
理

会
社
を
良
く
も

悪
く
も
す
る
の

は
管
理
組
合
の
管
理
力
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た

い

　
　
　
　
︵
論
説
委
員
会
︶

日
　
　
時
　

月

日
︵
金
︶
午
後
１
時
半

４
時
半

会
　
　
場
　
日
比
谷
コ
ン
ベ
ン
シ

ン
ホ

ル
︵
日
比
谷
図
書
館
文
化
館
内
︶

基
調
講
演
　
鎌
野
邦
樹
氏
︵
早
稲
田
大
学
法
科
大
学
院
教
授
︶

　
　
　
　
　
﹁
こ
れ
か
ら
の
マ
ン
シ

ン
の
管
理
と
再
生
﹂

パ
ネ
ル
デ

ス
カ

シ

ン
　

　
　
　
　
　
パ
ネ
リ
ス
ト
／
鎌
野
邦
樹
氏
小
林
秀
樹
氏︵
日
本
マ
ン
シ

ン
学
会
会
長
︶

　
　
　
　
　
管
理
組
合
役
員

大
石
和
夫
氏
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
理
事
長
︶

参
加
費
　
　
無
料
︵
事
前
登
録
制
　
Ｆ
Ａ
Ｘ


５
２
５
６

１
２
４
３
か
日
住
協
Ｈ
Ｐ

　
　
　
　
　
で
ご
登
録
く
だ
さ
い
︶
　

※
問
合
せ
先
　
℡


５
２
５
６

１
２
４
１
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
︶

　
居
住
者
が
マ
ン
シ

ン
の
バ
ル
コ
ニ

隔
板
に
物
干
竿
を
ぶ
つ
け
穴
を
開

け
て
し
ま
い
隣
が
見
え
て
し
ま
う
の
で
取
替
え
て
欲
し
い
と
の
依
頼
が
管
理

組
合
に
あ
り
ま
し
た

工
事
業
者
に
依
頼
し
穴
の
開
い
た
ボ

ド
を
取
り
替
え
る
の
に

叩
い
て
割
ろ
う
と
し
ま
し
た
が

容
易
に
割
れ
ま
せ
ん

金
槌
や
野
球
の
バ

ト
で
叩

き
ま
し
た
が
割
れ
ず
小
さ
な
穴
が
開
く
だ
け
で
し
た


　
隣
戸
避
難
板
は
非
常
の
際

叩
き
割
り

隣
戸
に
避
難
す
る
た
め
の
も
の
と
思
い
ま

す
が

大
の
男
が
叩
い
て
も
割
れ
な
い
の
で
は
避
難
が
困
難
で
す

建
物
の
竣
工
図
を

調
べ
る
と
ケ
イ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
板
厚
６
ミ
リ
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

工
事
業
者

の
話
で
す
と
使
わ
れ
て
い
る
の
は
割
れ
に
く
い
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ボ

ド
の
厚
６
ミ
リ
で

あ
る
事
が
判
明
し
ま
し
た

こ
の
旨
を
販
売
主
に
伝
え

全
戸
ボ

ド
を
取
り
替
え
る

様
に
要
請
し
ま
し
た
が

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ボ

ド
は
ケ
イ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
板
相
当
品
で

あ
る
か
ら
瑕
疵
は
無
い

高
層
マ
ン
シ

ン
で
は
今
で
も
通
常
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ボ


ド
で
あ
る
と
し

取
り
替
え
に
応
じ
ま
せ
ん

一
般
的
に
隣
戸
避
難
板
は
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
ボ

ド
厚
６
ミ
リ
を
使
用
し
て
い
る
の
で
し

う
か
？
　
又

こ
の
取
替
請
求
は

正
当
で
は
無
い
の
で
し

う
か
？



み
ど
り
の
あ
る
風
景
　
⑫

　クロガネモチ　

異臭と粉塵に悩む越中島三丁目ハイツ及び周辺住民

巨大トラックターミナル工事を憂う
投稿　「福山通運による環境破壊から住民を守る会」

巨大なトラックターミナル
ズサンな工事に抗議する幟

一
般
社
団
法
人
マ
ン
シ

ン
計
画
修
繕
施
工
協
会

﹁
住
宅
リ
フ


ム
事
業
者
団
体
登
録
制
度
﹂第
１
号
登
録
認
定

右
か
ら
国
交
省
住
宅
局
林
田
住
宅

生
産
課
長
坂
倉
会
長
斎
藤
副

会
長
高
橋
副
会
長
小
川
副
会
長

　テレビの朝ドラで思い出す　

本のある環境だった少女時代

　　親にあらためて感謝！　
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ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
は

関
東

よ
り
南
の
比
較
的
温
暖
な
地

域
に
分
布
す
る
常
緑
高
木
で

す

寒
さ
に
は
少
し
弱
い
で

す
が

潮
風
や
大
気
汚
染
に

耐
性
が
あ
り
団
地
や
公
園


街
路
樹
な
ど
に
使
わ
れ
て
い

ま
す

ま
た

火
災
を
防
ぐ

た
め
に
家
の
周
り
に
植
え
た

﹁
火
か
ぶ
せ
木
﹂
の
ひ
と
つ

で
も
あ
り
ま
す

生
長
が
遅

い
も
の
の
樹
形
は
自
然
に
整

い
や
す
く

樹
高
は




ｍ
程
に
な
り

ど

し
り
と

し
た
樹
形
は
風
格
が
あ
り
ま

す

葉
は
卵
形
で
濃
緑
色


や
や
厚
く
て
革
の
よ
う
な
質

感
が
あ
り

表
面
は
ツ
ヤ
ツ

ヤ
と
し
た
光
沢
が
あ
り
ま

す


　
名
前
は

葉
の
根
元
の
葉

柄
と
新
し
い
幼
枝
が
紫
黒
色

を
帯
び
る
こ
と

葉
が
乾
く

と
黒
鉄
︵
く
ろ
が
ね
︶
色
に

な
る
モ
チ
ノ
キ
の
仲
間
と
い

う
こ
と
に
由
来
し
ま
す

ま

た

名
前
に
﹁
カ
ネ
モ
チ
﹂

と
い
う
言
葉
が
入

て
い
る

こ
と
か
ら

縁
起
木
と
し
て

も
好
ま
れ
て
い
ま
す


　
花
は
５
月

６
月
に
淡
い

紫
色
が
か

た
小
さ
な
も
の

で
あ
ま
り
目
立
ち
ま
せ
ん

が

花
後
に
５
ミ
リ
ほ
ど
の

果
実
を
た
く
さ
ん
付
け

秋

に
な
る
と
真

赤
に
熟
し
ま

す

た
く
さ
ん
の
真

赤
な

実
を
つ
け
た
姿
は
非
常
に
美

し
く

冬
ま
で
そ
の
姿
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す

な

お

ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
は
オ
ス

の
木
と
メ
ス
の
木

が
あ
り

オ
ス
の

木
に
は
花
は
咲
い

て
も
実
は
な
ら

ず

メ
ス
の
木
も

近
く
に
オ
ス
の
木

が
な
い
と
結
実
し

ま
せ
ん


　
秋
も
近
づ
き


散
歩
す
る
に
も
ち


う
ど
良
い
季
節

と
な
り
ま
し
た


赤
い
実
を
鈴
な
り

に
つ
け
た
ク
ロ
ガ

ネ
モ
チ
を
探
し
に
出
か
け
て

み
ま
せ
ん
か
？

︵
都
市
緑
化
機
構
　
造
園
新

領
域
開
発
共
同
研
究
会
　
マ

ン
シ

ン
の
み
ど
り
研
究
部

会
︶

　
江
東
区
越
中
島
で
福
山
通

運
の
巨
大
ト
ラ

ク
タ

ミ

ナ
ル
の
建
替
え
が
始
ま

て

い
ま
す

幼
稚
園


保
育
園

小
・
中
・

高
校

大
学
が
あ
る

こ
の
文
教
地
区
に
何

故
こ
の
よ
う
な
も
の

を
建
て
る
の
か
と
住

民
の
憤
り
を
よ
そ
に

解
体
工
事
を
着
工

し

昨
年
暮
れ
か
ら

は
ひ
ど
い
異
臭
と
粉

塵
に
悩
ま
さ
れ

洗

濯
物
に
不
快
な
臭
い

が
つ
く

窓
が
開
け

ら
れ
な
い
と
い
う
生

活
被
害
は
も
ち
ろ
ん

嘔
吐

目
や
喉
が
痛

む
等
健
康
被
害
が
出

て
い
ま
す


　
こ
の
土
地
は
昭
和


年
ま
で
日
産
農
林

工
業
㈱
の
木
材
防
腐

加
工
処
理
工
場
で
し

た

異
臭
は
こ
こ
に
埋
め
込

ま
れ
て
い
た
有
害
物
質
か
ら

発
生
し
て
い
る
も
の
だ
と
い

う
こ
と
を
都
や
区
へ
の
開
示

請
求
に
よ

て
や

と
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た


　
そ
こ
で
住
民
は

工
事

を
請
け
負

て
い
る
五
洋

建
設
に
対
し
工

事
現
場
を
テ
ン

ト
で
覆
う
等
の

対
応
を
求
め
ま

し
た
が
異
臭
も

粉
塵
も
酷
く
な

る
ば
か
り

風
の

流
れ
に
よ

て
は

２

３
キ
ロ
先
の

住
民
か
ら
﹁
洗
濯

物
に
い
ま
ま
で
嗅

い
だ
こ
と
が
な
い

嫌
な
臭
い
が
つ
い

て
洗
い
直
し
た
﹂

と
聞
き
ま
し
た


　
地
歴
か
ら
言
え

ば
汚
染
物
質
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と

は
十
分
承
知
し
て

い
た
筈
な
の
に
住

民
へ
の
説
明
は
き

ち
ん
と
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た

住
民
の
抗

議
に
逆
切
れ
す
る
幹
部
ま
で

い
ま
す

法
令
に
反
し
て
は

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

が

実
際
に
被
害
が
出
て
お

り

今
後
子
ど
も
た
ち
の
身

体
に
悪
影
響
が
出
な
い
と
誰

が
断
言
で
き
る
の
で
し

う

か


　
し
か
も
完
成
後
は
屋
上
に

２
０
０
台
以
上
の
ガ
ソ
リ
ン

を
積
ん
だ
ト
ラ

ク
を
駐
車

さ
せ
る
と
の
こ
と


　
震
災
時
は
ど
う
な
る
の

か

ト
ラ

ク
台
数
増
加
に

よ
る
健
康
・
生
活
被
害

交

通
事
故
発
生
リ
ス
ク
等
完
成

後
の
こ
と
も
深
く
憂
慮
し
て

お
り
ま
す


　
﹁
買
い
手
よ
し

売
り
手

よ
し

世
間
よ
し
﹂
と
近
江

商
人
の
哲
学
等
が
あ
り
ま
す

が

法
令
内
と
い
い
な
が
ら

心
な
い
こ
の
よ
う
な
会
社
は

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん


　
︵
一
社
︶
マ
ン
シ

ン
計

画
修
繕
施
工
協
会
︵
坂
倉
徹

会
長
︶
は

国
土
交
通
省
の

﹁
住
宅
リ
フ


ム
事
業
者

団
体
登
録
制
度
﹂
の
第
１
号

登
録
認
定
を
受
け
た


　
同
制
度
は

一
定
の
要
件

を
満
た
す
住
宅
リ
フ


ム

事
業
者
団
体
を
国
が
登
録
す

る
こ
と
で

住
宅
リ
フ



ム
事
業
の
健
全
な
発
達
及
び

消
費
者
が
安
心
し
て
リ
フ



ム
を
行
う
こ
と
の
で
き
る

環
境
整
備
を
図
る
こ
と
を
目

的
に

今
年
９
月
に
創
設
さ

れ
た


　
対
象
団
体
は

概
ね
１
０

０
社
以
上
の
リ
フ


ム
事

業
者
で
構
成
さ
れ

業
務
に

関
す
る
消
費
者
相
談
窓
口
を

設
け
る
な
ど
の
要
件
が
あ

る


　
ま
た

構
成
員
が
工
事
を

行
う
際

見
積
り

契
約
書

を
書
面
で
交
付
し

一
定
金

額
以
上
の
工
事
は

リ
フ



ム
瑕
疵
保
険

大
規
模
修

繕
工
事
瑕
疵
保
険
へ
の
加
入

が
必
要
と
な

た


　
秋
も
深
ま
り

涼
し
く
な

て

き
ま
し
た

こ
の
頃
に
な
る
と
い

つ
に
も
増
し
て
活
字
を
追
い
た
く

な
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
で
し


う

そ
し
て

最
近
子
供
の
こ

ろ
読
ん
で
い
た
本
を
処
分
し
て
し

ま

た
事
を
後
悔
し
て
い
る
の
で

す


　
先
月
末
で
終
わ

た
朝
の
連
続

テ
レ
ビ
小
説
を
楽
し
み
に
さ
れ
て

い
た
方
も
多
か

た
で
し

う


私
は
久
々
に
夢
中
に
な

て
観
ま

し
た

少
女
時
代
夢
中
に
な

て

読
ん
だ
小
説
の
訳
者
が
主
人
公
だ


た
の
で
す

そ
し
て

そ
の
当

時
の
単
行
本
に
必
ず
金
の
型
押
し

で

作
者
の
モ
ン
ゴ
メ
リ


訳

者
の
村
岡
花
子
の
名
前
が
入
れ
ら

れ
た
美
し
い
装
丁
の
も
の
が
多

く

我
が
家
に
も
そ
ん
な
思
い
出

の
本
が
あ

た
の
で
す


　
こ
の
マ
ン
シ

ン
に
越
し
て
き

た
時

実
家
か
ら
何
冊
か
持

て

き
て
い
た
の
で
す
が

全
集
物
な

の
で
重
い
の
と
カ
ビ
臭
い
の
と

で

狭
い
マ
ン
シ

ン
を
広
く
暮

ら
す
た
め
思
い
出
は
胸
の
中
へ
と

処
分
し
て
し
ま
い
ま
し
た

文
庫

本
に
な
り

書
店
へ
行
け
ば
手
に

入
る
の
で

良
い
と
思

た
の
で

す


　
戦
争
中

訳
者
が
命
が
け
で
守

り

戦
後

少
女
た
ち
を
美
し
い

空
想
の
世
界
へ
導
い
て
く
れ
た


そ
ん
な
大
切
な
物
を
手
元
に
残
さ

な
か

た
自
分
に
怒
り
さ
え
感
じ

て
い
ま
す


　
当
時

小
学
校
高
学
年
だ

た

で
し

う
か

ど
れ
だ
け


赤

毛
の
ア
ン
に
は
ま

て
い
た
か


ち

ぶ
台
に

練
炭
火
鉢
の
生
活

だ

た
中
で
知

た
外
国
の
生
活

も
新
鮮
で
し
た

近
所
の
神
社
の

並
木
道
を
ア
ン
の
気
持
ち
に
な


て
歩
い
た
り
も
し
た
も
の
で
す


　

少
女
パ
レ
ア
ナ

も
夢
中
に

な
り
ま
し
た

主
人
公
パ
レ
ア
ナ

の
﹁
何
で
も
喜
ぶ
遊
び
﹂
を
私
も

や

て
み
よ
う
と
努
力
し
た
も
の

で
す

物
事
が
上
手
く
行
か
な
い

時

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
時


考
え
方
を
変
え
る
だ
け
で
楽
し
い

事
に
変
わ
る
の
で
す

か
な
り
の

空
想
少
女
だ

た
の
で
す


　
忘
れ
て
い
た

少
女
の
頃
の
気

持
ち
や

内
職
を
し
て
姉
た
ち
や

私
に
本
を
与
え
て
く
れ
た
母
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
が
よ
み
が
え
り
ま

し
た

秋
の
夜
長
に
再
読
し
て
み

よ
う
か
と
思
い
ま
す




み
ど
り
の
質
問
募
集
中
！「マンションのみどりＱ＆Ａ」第１版

第２回　ライオンズマンション板橋
大規模修繕工事施工会社募集

グリーンコープ落合団地
給排水設備改修工事見積参加会社募集

広尾マンション耐震補強・大規模改修工事
見積参加会社募集

オ
リ

ヴ
オ
イ
ル

食
卓
に
根
づ
き
始
め
た

７

簡
素
な
防
災
訓
練
　
　

マ
ン
シ

ン
住
人
と
し
て

集
合
住
宅
で
元
気
に
！
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　「みどりのある風景」を連載
している（公財）都市緑化機構
のマンションのみどり研究部会
では、平成年に発行した「マ
ンションのみどりＱ＆Ａ」の改
訂版を作成しています。
　管理組合の皆様の緑の管理に
ついての疑問や困っていること
に専門家がお答えします。この
機会を是非、活用ください。
質問はアメニティ編集部（ＦＡ
Ｘ－３６６７－１８０８又
はe-mail:info@mansion.co.jp)
で受付けています。

　
３
年
前
の
震
災
の
傷
が
い

ま
だ
癒
え
ま
せ
ん
が

９
月

１
日
は
関
東
大
震
災
が
起
き

た
日
で
す

私
は
都
内
勤
務

者
で
は
あ
り
ま
す
が

夜
勤

要
員
の
身
で

大
掛
か
り
な

防
災
訓
練
が
難
し
い
環
境
で

す
の
で

職
場
で
は

ア
メ

リ
カ
発
の
﹁
シ

イ
ク
ア
ウ

ト
︵
地
震
を
や

つ
け
ろ
︶

訓
練
﹂を
実
践
し
て
い
ま
す


　
そ
れ
は
①
姿
勢
を
低
く

︵
机
の
下
に
潜
り

机
の
脚

を
つ
か
む
︶
②
頭
や
胸
部
を

守
る
︵
机
が
な
い
所
で
は
カ

バ
ン
や
本
な
ど
で
体
を
守

る
︶
③
揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま

で
不
用
意
に
動
か
な
い

と

い
う
も
の
で
す
独
り
で
も


い
つ
で
も
ど
こ
で
も
で
き
る

防
災
訓
練

お
勧
め
で
す


︵
松
戸
市
・
吉
住
実
智
代
・


歳
会
社
員
︶
　

　
赤
ち

ん
を
抱

こ
し
な

が
ら
ゴ
ミ
出
し
し
て
い
る
若

マ
マ
の
姿
を
見
つ
け
る
と

﹁
ゴ
ミ
出
し
て
く
る
わ
！
﹂

と
ゴ
ミ
ス
テ

シ

ン
へ
持


て
行
き

高
齢
ご
夫
婦
に

は
﹁
何
か
困

た
こ
と
が
あ


た
ら
い
つ
で
も
言

て
ね

！
﹂
と

こ
の
マ
ン
シ

ン

に
は
と
て
も
世
話
好
き
の
ご

婦
人
が
い
た

昔
か
ら
の
良

き
日
本
の
近
所
付
き
合
い
を

続
け
て
い
る
方
だ

た


　
最
近
様
子
が
変
わ

た


認
知
症
が
は
じ
ま

た
と
の

こ
と

す
れ
違
う
時
に
ご
婦

人
の
寂
し
い
表
情
に

ど
う

声
を
掛
け
れ
ば
い
い
の
か
考

え
て
し
ま
う

同
じ
マ
ン
シ


ン
住
人
と
し
て

ど
の
よ

う
に
す
る
の
が
良
い
の
か
？

　
　
　
︵
神
奈
川
・
Ｊ
子
︶

　
は
じ
め
ま
し
て
！
　
横
浜

市
内
の
集
合
住
宅
に
て
生
活

を
し
て
早

年
過
ぎ
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す

﹁
ア
メ
ニ

テ

﹂
新
聞
を
愛
読
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り

多
種
多

様
の
情
報
を
こ
よ
な
く
愛
し

て
お
り
ま
す


　
さ
て
我
家
の
義
母

歳


今
夏
の
猛
暑
に
い
さ
さ
か
体

の
不
調
を
訴
え
ま
し
た
が


涼
風
が
吹
く
今
日
こ
の
頃


元
気
を
取
り
戻
し

食
欲
も

出
ま
し
て
近
く
の
デ
イ
サ


ビ
ス
に
通
所
し
て
お
り
ま

す

週
３
日
の
通
所
日
に
は

１
階
の
玄
関
ま
で
見
送
り
ま

す
が

近
隣
に
所
在
す
る
デ

イ
サ

ビ
ス
の
車
が
各
社
よ

り
出
迎
え
に
見
え
て
い
ま

す

高
齢
化
現
代

の
象
徴

と
言
え
ま
し

う

我
が
家

の
お
ば
あ
ち

ん
は
親
切
丁

寧
な
職
員
の
方
々
に
支
援
さ

れ

日
々
笑
顔
で
通

て
お

り
ま
す


　
　
︵
横
浜
市
・
千
栄
子
︶

　
︻
投
稿
先
︼
　
掲
載
さ
れ

た
方
に
は
千
円
相
当
の
図
書

カ

ド
を
お
送
り
し
ま
す


　
〒
１
０
３

０
０
２
５
中

央
区
日
本
橋
茅
場
町
２

４



大
成
ビ
ル
５
階

㈱
東

京
プ
ラ
ニ
ン
グ
内
ア
メ
ニ
テ


﹁
集
合
郵
便
箱
﹂
係

●
﹃
マ
ン
シ

ン
改
修
モ
デ

ル
事
例
集
﹄︵

／
１
発
刊
︶

出
版
記
念
セ
ミ
ナ

開
催

　
日
時
／

月
８
日︵
土
︶

時


時

　
会
場
／︵
一
財
︶経
済
調
査

会
４
階
会
議
室
︵
東
銀
座
駅

徒
歩
１
分
︶
　

　
受
講
料
／
１
０
０
０
円
／

人
︵
テ
キ
ス
ト
代
込
︶

　
定
員

名︵
先
着
順
受
付
︶

　
内
容
／
①
﹃
マ
ン
シ

ン

改
修
モ
デ
ル
事
例
集
﹄
に
つ

い
て
②
事
例
紹
介
﹁
グ
リ


ン
ハ
ウ
ス
南
柏
﹂
﹁
サ

シ

取
り
替
え

助
成
金
の
申
請

に
つ
い
て
﹂
③
﹁
管
理
組
合

主
導
で
行

た
こ
だ
わ
り
の

大
規
模
修
繕
﹂

　
問
合
せ
先
　︵
一
財
︶経
済

調
査
会
　
℡


５
１
４
８


１
６
５
０

所　在　地　東京都板橋区板橋１--3
設計監理　一級建築士事務所
　　　　　イーストサン株式会社
建物概要　地上階建、１４９戸
　　　　　１９８７年３月竣工
工事内容　仮設、駆体改修、外壁塗装、
　　　　　鉄部塗装、シーリング、防
　　　　　水他
工事予定　平成年８月下旬から
　　　　　４．５月（予定）
参加会社条件　
　①資本金２億円以上
　②過去５年以内に分譲マンション改
　　修工事毎年１億円以上の工事実績
　③会社案内、マンション大規模修繕
　　工事実績表
　④瑕疵担保保険に加入のこと
※各２部、必ず宅配便、又は郵送のこと
　（宅配便、郵送以外受け取りません）
提　出　先　東京都板橋区板橋1- -3
　ライオンズマンション板橋管理事務
　所気付　
　管理組合法人理事長宛
提出期限　平成年月日（火）午
　前中必着
※管理組合に事前営業は禁止
詳細　http://www.mansion.co.jp

所　在　地　東京都多摩市落合6-6
建物概要　全棟190戸（５階建棟６
　棟150戸、２階建棟戸）、Ｓ年
　竣工
設計監理
　有限会社マンションライフパートナ
　ーズ
工事内容　給排水・ガス管の共用部分
　＋専有部分の一体的更新工事、ユニ
　ットバス等同時オプション工事、他
工期　Ｈ年４月～月（準備期間含
　む）
参加条件　①特定建設業の許可②資本
　金１億円以上③国土交通省の「経営
　規模等評価結果通知書」を提出でき
　ること④分譲マンションの改修工事
　５年以上の営業実績⑤現場代理人と
　して、１級管工事施工管理技士を常
　駐させることができること
参加申込み手続き
　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍａｎｓｉ
　ｏｎ－ｒ．ｃｏｍ／　
　上記ホームページから見積参加申込
　み要領書等をダウンロードしてくだ
　さい。
提出期限　月日（金）迄
詳細　http://www.mansion.co.jp

所　在　地　東京都渋谷区
設計監理　宮城設計一級建築士事務所
建物概要　ＲＣ造地上７階（Ａ棟）／
　ＳＲＣ造地下１階地上階（Ｂ棟）、
　総戸数戸、Ｓ年８月竣工
工事種目　仮設工事（一部解体除却工
　事）、杭工事、耐震補強、躯体改修、
　防水改修、外壁塗装、鉄部塗装、金
　物改修、機械設備改修、電気設備改
　修、外構改修、オプション工事他
予定工期　Ｈ年４月～年月
参加条件　①特定建設業許可を受けた
　建設業者②分譲集合住宅の耐震補強
　・大規模修繕工事の実績③東京に本
　店、支店または営業所
提出書類　①見積参加願書②会社概要
　③分譲集合住宅耐震補強工事実績表
　④分譲集合住宅大規模修繕工事実績
　表⑤財務諸表⑥経営事項審査通知書
　の写し⑦その他
　※A4ファイル１冊にまとめて提出。
提出場所（郵送可）　〒150-0012東京
　都渋谷区広尾1-7-7広尾マンション
　管理組合宛　℡-3406-7981
提出期限　月日（金）迄（土日祝を
　除く）午前時から午後５時迄の間。
詳細　http://www.man sion.co.jp

　
北
イ
タ
リ
ア
で
は

㎝
も
積
も
る
雹
が

ふ
り

中
部
ト
ス
カ

ナ
地
方
で
は
例
年

に
な
い
冷
夏
と
な

た
地
中
海
地
方

夏

の
バ
カ
ン
ス
に
命
を
か
け
る
？
イ
タ
リ
ア

の
人
び
と
を
こ
の
異
常
気
象
は
失
望
さ
せ

た
よ
う
で
す

こ
の
気
象
で
気
に
な
る
の

が
農
作
物
の
生
育

と
り
わ
け
オ
リ

ヴ

へ
の
影
響
で
す

燦
々
と
降
り
注
ぐ
夏
の

太
陽
と
適
度
な
降
雨
が
よ
い
オ
リ

ヴ
へ

の
条
件

影
響
が
少
な
か
ら
ん
こ
と
を
祈

る
ば
か
り
で
す


　
と
こ
ろ
で

健
康
志
向
で
需
要
を
伸
ば

し
て
い
る
オ
リ

ヴ
オ
イ
ル

日
本
で
は

い

た
い
ど
の
位
の
量
が
消
費
さ
れ
て
い

る
か
ご
存
知
で
し

う
か
？
試
し
に
そ
の

殆
ど
を
頼
る
輸
入
量
か
ら
推
し
測

て
み

ま
し
た

１
９
９
０
年
に
わ
ず
か
４
千
ト

ン
で
あ

た
輸
入
量
は
２
０
１
３
・

年

︵
収
穫
・
搾
油
が
年
を
跨
ぐ
た
め
こ
う
表

記
し
ま
す
︶に
は
５
万
１
千
ト
ン
と
じ
つ

に

倍
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た


き

か
け
は

年
代
後
半
の
イ
タ
め
し
ブ


ム
と

年
ご
ろ
の
オ
リ

ヴ
オ
イ
ル
ブ


ム
で
し
た
こ
の
デ

タ
か
ら
す
る
と


オ
リ

ヴ
オ
イ
ル
は
す
で
に
日
本
の
食
卓

に
根
づ
き
始
め
た
と
も
言
え
そ
う
で
す


と
は
い
え

こ
の
数
字
を
日
本
の
総
人
口

で
割

た
単
純
個
人
消
費
は
年
間
・
一
人

当
た
り
約
４
百
グ
ラ
ム
に
過
ぎ
ま
せ
ん


地
域
性
や
食
習
慣
の
違
い
と
い
う
要
因
が

あ
る
に
せ
よ

こ
れ
は
イ
タ
リ
ア
の

分

の
１

ス
ペ
イ
ン
の

分
の
１

ギ
リ
シ


と
の
比
較
で
は

分
の
１
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
す

エ
キ
ス
ト
ラ
バ

ジ
ン
・

オ
リ

ヴ
オ
イ
ル
を
例
に
と
る
な
ら
ば


日
本
で
日
常
的
に
食
さ
れ
て
い
る
植
物
油

に
比
べ
価
格
は
確
か
に
割
高
で
す

し
か

し

健
康
維
持
に
有
益
な

成
分
の
働
き
と

身
体
へ

の
負
荷
が
少
な
い
稀
な
食

材
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と

油
摂
取
の
見
直
し


が

こ
れ
か
ら
の
食
生
活
を
よ
り
豊
か
に

し
て
く
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す

︵
Ｍ
︶

︵
※
個
人
消
費
試
算
に
使
用
し
た
人
口


輸
入
量
等
は

Ｗ
Ｈ
О
﹁
世
界
保
健
統
計

２
０
１
４
﹂
及
び
Ｉ
О
Ｃ
デ

タ
に
よ
る

も
の
で
す
︶



シックハウスと健康　⑦

マンションリフォームにおけるシックハウスの落とし穴



歌
詞
の
持

て
い
る
チ
カ
ラ

　（図１）

こ
ん
な
重
装
備
で
家
に
入
り
た
く
な
い


特
に
マ
ン
シ

ン
で
は


落
と
し
穴
　
　

������������������������������� ����������������������������������������������
����������������������������������� （８）

☆第３８５号☆

第三種郵便物認可

２０１４年（平成２６年）
１０月　５　日（日） 　　　　　　今月の紙面

１面　団地の高経年化対策
２面　新マンション事情
３面　雑排水管更生工事事例他
４面　メンテナンス企業ガイド
５面　論談、マンションＱ＆Ａ、催し
６面　みどりのある風景、タエコ物語
７面　オリーヴオイル、集合郵便箱他

☆「アメニティ」とは快適さのことです。
　本紙は分譲集合住宅の快適な生活をめ
　ざして管理組合と居住者の皆さんが参
　加して手作りする新聞です。
☆本紙はＮＰＯ日住協との共同編集によ
　り発行しています。

　
歌
詞
に
込
め
る
メ

セ

ジ
♪

　
歌
詞
に
は
﹁
ど
う
だ
！
﹂
と
ば
か
り
に

メ


セ

ジ
を
詰
め
込
ん
だ
も
の
が
あ
り

３
・

以

降
は

﹁
も

と
頑
張
ろ
う
﹂
﹁
明
日
に
は
希
望

が
あ
る
﹂
と
言

た
メ

セ

ジ
を
意
識
し
た
歌

詞
が
生
ま
れ
て
い
ま
す

８
月
号
で
紹
介
し
た

﹁
花
は
咲
く
﹂
も

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
ソ
ン
グ
と
し
て
毎
日
放
送
さ
れ
教
育
的


偽
善
的
な
雰
囲
気

も
ち
ろ
ん

被
災
さ
れ
た
皆

さ
ん
を
勇
気
づ
け
る
た
め
の
特
別
な
歌
が
あ

て

も
よ
い
と
も
思
い
ま
す

同
じ
歌
詞
で
も

立
場

に
よ

て
そ
の
解
釈
や
感
情
は
様
々

前
回
﹁
ふ

る
さ
と
﹂
を
紹
介
し
ま
し
た
が

そ
の
歌
詞
に
は

﹁
不
快
感
す
ら
感
じ
て
き
た
﹂
と
い
う
読
者
か
ら

の
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た

わ
か
る
よ
う
な

気
も
し
ま
す
一
方
高
野
辰
之
の
履
歴
を
知
り


誕
生
地
に
身
を
置
く
と

そ
の
詞
の
世
界
に
純
粋

に
浸
れ
ま
す


　
吉
田
山
田
♪

　
こ
こ
の
と
こ
ろ
評
判
が
高
ま

て
い
る
の
が
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
み
ん
な
の
う
た
で

吉
田
山
田
と
い
う
デ


オ
が
唄

た
﹁
日
々
﹂

吉
田
山
田
と
い
う
ユ

ニ

ト
は
彼
ら
の
本
名
で

神
戸
出
身
の
吉
田
結

威
さ
ん
と
東
京
出
身
の
山
田
義
孝
さ
ん
の

歳
ほ

ど
の
若
者
で
す

山
田
さ
ん
の
幼
い
こ
ろ
両
親
は

共
稼
ぎ
で

彼
は
近
所
の
老
夫
婦
に
可
愛
が
ら
れ

て
い
た
そ
う
で
す

そ
の
と
き
に
見
た
老
夫
婦
の

ほ
ん
わ
か
と
し
た
ぬ
く
も
り

や
さ
し
さ
と
い


た
シ

ン
が
脳
裏
に
刻
ま
れ

感
じ
た
こ
と
を
熟

成
さ
せ
て
歌
詞
に
し
て
い
ま
す

英
雄
伝
で
も
な

く

明
日
に
は
希
望
が
あ
る
と
声
高
に
言
う
の
で

も
な
く

ど
こ
に
で
も
い
る
夫
婦
の
よ
く
あ
る
シ


ン
で
す
が
聴
き
手
の
心
を
少
し
だ
け
揺
す
り


そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
感
謝
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す

ぜ
ひ
と
も
聴
い
て
ほ
し
い
歌

で
す


　
︵
服
部
　
伸
一
　
エ

セ
イ
ス
ト
・
写
真
家
︶

　（知っておいてもらいたいこと）
・代替物質の存在　（例）ホルムアル
　デヒドからアセトアルデヒドへ
・時間換気の必要性の理解（換気
　の必要性の再認識）
・竣工後の引き渡し状態
・現代住宅の住まい方
　（シックハウスの予防策）
＊建材や家具、日常生活用品の選定
　（どのような製品か確かめましょ
　う）
＊住まい方の見直しを（不必要な薬
　剤をむやみに使用しないように）
＊普段から換気を（時間換気は止
　めないように）
＊施工会社のシックハウスへの見識
　及び相談対応の見極め
＊おかしいなと思ったら、まず相談
　を

・一般社団法人日本環境保健機構
   http://jeho.or.jp/
　T E L－－　　F A X－－
・ＮＰＯ法人シックハウス診断士協会
   http://www.sicklife.jp/index.shtml
　T E L－－　　F A X－－　
　環境に由来する健康問題であるアレルギー、シックハ
　ウス症候群、化学物質過敏症のご相談を受け付けてお
　ります。

　
前
回

建
築
確
認
申
請
の

不
必
要
な
リ
フ


ム
に
お

い
て
内
装
材
を
一
新
し
た
場

合

通
常

換
気
設
備
ま
で

検
討
し
な
い
こ
と
に
よ
り


室
内
空
気
質
が
悪
化
し
体
調

不
良
の
問
題
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
言
及

し
ま
し
た


　
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
る

と

リ
ビ
ン
グ
や
寝
室
な
ど

の
壁
紙
や
床
材
を
張
り
替
え

た
場
合

内
装
材
に
関
し
て

は
建
築
基
準
法
で
定
め
ら
れ

る
建
材
を
使
用
し
て
も

時

間
換
気
を
検
討
す
る
こ
と
は

多
く
あ
り
ま
せ
ん

そ
の
大

き
な
要
因
の
一
つ
に
費
用
の

問
題
が
あ
り
ま
す


　
次
に
施
工
上
の
問
題
が
挙

げ
ら
れ
ま
す


　
施
工
上
の
問
題
と
し
て

は

仮
に
ト
イ
レ
な
ど
の
排

気
フ

ン
を
利
用
し
て
各
部

屋
の
空
気
を
排
出
す
る
場
合

も

各
部
屋
か
ら
ト
イ
レ
ま

で
の
空
気
の
流
れ
道
を
つ
く

る
た
め
に
扉
︵
ド
ア
︶
の
下

に
ア
ン
ダ

カ

ト︵
図
１
︶

な
ど
の
隙
間
が
必
要
に
な
り

ま
す


　
そ
の
他

外
壁
に
排
気
フ


ン
を
取
り
付
け
る
な
ど
必

要
な
換
気
量
を
確
保
す
る
た

め
の
対
応
は
い
く
つ
か
考
え

ら
れ
ま
す


　
し
か
し

戸
建
て
の
場
合

で
あ
れ
ば

外
壁
に
排
気
フ


ン
を
つ
く
る

床
材
を
防

音
床
材
で
な
く
よ
り
室
内
へ

の
化
学
物
質
の
影
響
が
少
な

い
一
般
的
な
フ
ロ

リ
ン
グ

に
す
る
な
ど
あ
る
程
度
自
由

が
き
き
ま
す
が

マ
ン
シ


ン
の
よ
う
に
管
理
組
合
な
ど

で
防
音
指
定
さ
れ
て
い
る
場

合

建
物
に
専
有
部
が
あ
る

場
合
な
ど
自
由
に
施
工
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す


　
こ
の
よ
う
に
建
築
確
認
申

請
が
不
必
要
な
リ
フ


ム

を
行

た
場
合

経
済
性
や

デ
ザ
イ
ン
性
な
ど
が
重
視
さ

れ

そ
の
施
工
に
よ
る
室
内

空
気
環
境
へ
の
影
響
を
軽
視

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

そ

の
結
果

部
屋
の
模
様
替
え

後
に
体
調
を
崩
さ
れ
る
方
が

お
ら
れ
ま
す


　
た
か
が
壁
紙
や
床
の
張
り

替
え
く
ら
い
で
室
内
空
気
へ

の
影
響
を
考
慮
す
る
必
要
は

な
い
と
い
う
人
も
お
ら
れ
ま

す
が

何
か
問
題
が
あ

て

か
ら
で
は
遅
い
の
で

そ
の

前
に
対
応
す
る
こ
と
が
肝
心

な
こ
と
と
い
え
ま
す


　
そ
の
た
め
に
も
シ

ク
ハ

ウ
ス
問
題
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
大
切
で

そ
の
対
策
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す


「住生活月間」とは　
　国民の豊かな住生活実現のため、住生活向上
に役立つイベントが全国各地で実施されます。
住生活月間フォーラム
○テーマ「多世代循環型社会の実現」～高齢者
　や子育て世代が魅力を感じる社会のあり方～
日時・平成年月日（水）
場所・住宅金融支援機構すまい・るホール（東
　　　京都文京区）

　
専
有
部
分
の
リ
フ


ム
・
カ
ビ
・
結
露
・
防
虫
対
策

・
そ
の
他
の
修
繕
等
に
つ
い
て
お
問
い
合
わ
せ
ご
意
見


ご
相
談
は
本
紙
編
集
室
へ

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